衣料生産と日本女性 ――『富岡日記』を中心に―― by 長野 ひろ子
は じ め に
　2014年 6 月，富岡製糸場が世界遺産に登録された1）。以来，地元の富岡市はもちろん群馬
県も観光客誘致のための宣伝に努め，おかげで富岡製糸場やその周辺は以前とは比較になら
ないほど賑わっている。富岡製糸場の世界遺産への登録より大分前，筆者はこの地を 2 度ば
かり訪れたことがある。最初は本経済研究所の研究チームのメンバーとして， 2 度目は女性
史研究会の仲間たちと一緒だった。明治初期の錦絵にも描かれただけあって，広々とした敷
地に立ち並ぶ建物群は， 1 世紀を経てもなお堂々たる威容を誇っているように見えたもので
ある。
　『富岡日記』は，官営富岡製糸場の伝習工女和田（旧姓横田）英が，後年になり自らの
製糸工女時代を回顧した記録である。本稿では，『富岡日記』に関し 2 つの問題を提起し
た。 1 つは，旧武士身分に属する英が，家を離れ工場労働に従事することをなぜ世間が許
容し本人も納得したのかということ，他の 1 つは，女工問題が社会問題として取り上げら
れていた明治末～昭和初期にあって，当時エリート一族の一員であった英が何故『富岡日
記』を刊行したのかということである。前者については，英が少女時代を過ごした江戸時
代における衣料生産と女性との関係性ならびに衣料生産を女性性と結び付けるジェン
ダー・イデオロギーの存在を明らかにし，同時に維新変革期のジェンダーの再構築過程に
おけるジェンダー秩序の変容として解釈を加えた。後者については，英が，『女工哀史』
的言説に満ち溢れた現実社会への理解とは異なった位相において日記を執筆したとの見解
を提示した。
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1）　正確には，「富岡製糸場と絹産業遺産群」であり，ほかに高山社，田島弥平旧宅，荒船風穴が登
録された。
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　よく知られているように，本稿で取り上げる『富岡日記』は，官営富岡製糸場2）創業のこ
ろの伝習工女であった和田（結婚後の姓）英という女性の日記である。幕末の1857年（安政
4 年），信州松代藩士横田数馬の二女として生まれた和田（横田）英は，維新後，1873年
（明治 6 年）から翌年まで前年開業したばかりの富岡製糸場で伝習工女として働いた。創業
当時の工女の具体相を知ることのできる『富岡日記』の存在は，富岡製糸場の世界遺産登録
運動の際にもいくばくかの貢献をしたのではないだろうか。
　筆者が，この『富岡日記』にはじめて目を通したのは，数十年も前のことである。おそら
く富岡製糸場を見学に訪れた前後であろう。実は，そのころから近年まで，『富岡日記』に
関し気にかかっていることがある。それはまず，日記が記され，刊行された時期に関係す
る3）。日記の中核をなす「明治六・七年松代出身工女富岡入場中の略記」を英が記したの
は，1907年（明治40年）同人50歳の時である。さらに，同人の了解を得て長野県工場課長池
田長吉が『器械製糸のおこり―信州松代における―』というタイトルを付し，謄写印刷の和
綴本として関係者に配布した1927年（昭和 2 年）に，英は70歳になっていた。したがって
『富岡日記』とは，英の伝習工女時代の回想記ということになる。
　この間，陸軍の軍人であった夫和田盛治が，1913年（大正 2 年）没し，養子盛一は，1910
年（明治43年）東京帝国大学工科採鉱冶金科を卒業し古河工業に就職していた。英の 2 人の
弟横田秀雄と小松謙次郎は，秀雄が1923年（大正12年）大審院長に，1924年には謙次郎が清
浦内閣の鉄道大臣にそれぞれ就任していた4）。つまり，この時期の英の家族や親族は，明治
維新の敗者復活戦5）を戦い抜き，見事に「立身出世」を成し遂げていたのである。そのエリ
ート一族の女性が，自らの若いころの工女経験を記したのが他ならぬ『富岡日記』というこ
とになる。
　英が日記を記した 8 年前の1899年（明治32年）には，すでに横山源之助が『日本の下層社
会』を世に問うており，1903年には農商務省から大部の報告書と言うべき『職工事情』が公
けにされている。さらに，1925年（大正14年）には，細井和喜蔵の『女工哀史』が出版され
た。すなわち，『富岡日記』が執筆，刊行されたのは，世間から蔑まれ低賃金で働く女工た
ちの存在が官民に認知され，労働問題・社会問題として取り上げられた時期と重なっていた
2）　「官営富岡製糸場」が正式名称であるが，本稿では「富岡製糸場」と略記する場合が多いことを
お断りしておく。
3）　長野県工場課本，学習文庫本，東京法令本，創樹社本などがある『富岡日記』のそれぞれの刊行
経緯については，和田（1976）の上條宏之による解説に詳しい。195-203ページ。
4）　英とその家族の略歴については，和田（1976）巻末の「和田英略年譜」による。
5）　維新政府は，明治維新の敗者となった旧武士階級の男性たちにも程度の差はあれ「立身出世」の
道を開いていた。彼らは，たとえ敗者復活戦にしろ，公的・政治的領域も含め様々なコースに挑ん
でいった。長野（2016）91-92ページ。
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のである。そのこともあって筆者には「なぜ，こんな時期にわざわざ自らの工女経験を記し
た回想記を出版したのか」という疑問が，どうしても残ってしまった。本稿で筆者は，数十
年ぶりに再び『富岡日記』に向き合い，『富岡日記』自体を手がかりにこの問いに接近して
みることとした。
　加えてもう 1 つ筆者を考え込ませていた問題がある。それは，そもそも旧武士身分に属
し，未婚女性である英が，いくら維新後とはいえ，家を離れ寄宿舎暮らしをしながら製糸工
場で働くことについて，それがなぜ世間的に許容されかつ本人をも納得させたのかというこ
とである。それを本稿ではかなり長いスパンで探っていき，屋上屋を重ねることなく6）私見
を提示したいと思う。そのために，英が生をうけた江戸時代における武家女性と衣料生産す
なわち績み・紡ぎ・織りなどとの関わりを明確化することから考察を始めていきたい。
1 ．衣料生産と江戸期女性
1-1　養蚕と糸繰り
　1803年（享和 3 年）上垣守國によって著された『養蚕秘録』7）は，江戸時代に刊行された
農書のうちで代表的な蚕書と言えるものである。蚕種業ならびに蚕種商人であった上垣守國
は，養蚕技術の向上を目的として同書を刊行した8）。その内容は，栽桑，蚕種，養蚕の技術
に加え，蚕の起源，伝承，民俗など多岐にわたる。一般的に，江戸時代の農書の著者・読者
は，「家」の主である男性に限られていたが，本書は「婦女見易からん為，画図に顕9）」した
ものであり，読者に女性も想定されていた。ここから著者が，養蚕と女性との関わりの深さ
を認識していたことがわかる。
　同書の上巻にある「日本蚕始りの事」「中華蚕始りの事」のところでは，日本，中国とも
に養蚕が女性の仕事であったことがしきりに強調される。とくに，后妃などの高貴な女性た
ちが桑を取り，蚕を養い，糸を繰るというディスクールのなかで，女性性と養蚕・糸繰りの
不可分の関係が示される。例えば，「后妃みづから桑を取り，養蚕の道は，婦人の業たる事
6）　戦後，『富岡日記』は，労働史・経済史・女性史・社会史などの分野で言及されてきた。ただし，
本稿のような武家女性と衣料生産の関係性というジェンダー的視点での追究はほとんど見られない。
7）　山田・飯沼・岡編（1981），3-254ページ。同書は，幕末期にはフランス語に翻訳され，フランス
とイタリアで出版された。
8）　上垣は，当時の衣料生産の最前線に立っていた。宝暦年間に養蚕業の盛んな但馬国に生まれ，最
初奥州や近江から蚕種を仕入れ，山陰，山陽地方に販売する蚕種商人であった。その後自ら蚕種業
を営み，蚕種紙を製して各地に販売した。その間，和漢の古典や農書を読み，各地の養蚕技術の調
査を行い，その成果を地域の人々に伝授・指導したのである。同人はまた，蚕種商人という流通過
程での関わりから蚕種業者となり生産に直接関わることでますます富裕化した。同書，475-476ペー
ジ。
9）　同書，14ページ。
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を諭し給ふ。貴き御身だにかくせさせ給ふ。況しもつかたの者をや10）」「后妃は三盆といふ丸
き枠に糸をくりたまひて，夫人世婦なんどいへる数多の宮女達にもおしへいとなませたま
ふ11）」のようにである。そのうえ，「雄略天皇の后，桑をもつて自ら蚕を養ひ給ふ」図12）や
「宮中にて蚕を飼せ給ふ」図13）などの視覚的要素も加わっている。
　しかし，同人自身も，養蚕の作業工程を担うのがすべて女性であったと言っているわけで
はない。『養蚕秘録』に描かれた図絵によると，女性がかなり優勢であることがわかるもの
の，他方で男性がいくつかの作業図絵に登場してきていたこともまた事実である。この図絵
において男性は，養蚕の仕事のうち主に栽桑作業に従事していたことが示され，養蚕の中心
となる蚕を飼う一連の作業工程についてはほぼ女性の仕事として描かれている14）したがっ
て，全体としては「養蚕の道は，婦人の業たる事15）」と認識していたのである16）。
　さらに，『養蚕秘録』の発刊後十数年を経て刊行された『蚕飼絹篩大成』17）では，養蚕が，
女性一般ではなく「百性の女業（おんなわざ）18）」と認識されていたことは注目される。『蚕
飼絹篩大成』の著者は，新興の機業地近江長浜にゆかりのある成田重兵衛である。この書に
おいて重兵衛は，養蚕を普及・発展させることにより国を富ませるべきことを主張してい
る。同時に「国に農桑の業あるハ，人に左右の四肢有がごとく，一方闕ても其要を為ことあ
たハざる歟。本朝未蚕業に疎き土地あり。恐願くは農桑の業を以て，身を脩家を斉るハ，下
民のなす所なり。所謂男ハ農事を励。女は養蚕を営。更に農事の妨にならず。農事又養蚕の
障にならず19）」と述べ，「されバ百性の女業として，如斯の産物はハ，天下を尽しても有ま
じ20）」きことであるとの見方を示した。
10）　同書，28ページ。
11）　同書，40ページ。
12）　同書，25ページ。
13）　同書，34-35ページ。
14）　長野（2003）112-114ページ。
15）　山田・飯沼・岡前掲書，28ページ。
16）　日中の古典をしきりに引用しながら女性性と養蚕の密接な関連性を説く上垣守國であるが，その
本人が，蚕種商人そして蚕種業というかたちで養蚕と深く関わり，のみならず女性たちに技術指導
を行っていた。男性が女性に技術指導を行い，その男性はそのお蔭で多大な利益をあげているとい
う構造の場合，客観的には養蚕を女性性とのみ結び付けることにはすでに無理があろう。しかし，
守國自身がそのような言説的矛盾にまったく気付いているふしがないことは注視すべきであろう。
長野（2003）114ページ。
17）　山田・飯沼・岡前掲書，255-421ページ。
18）　同書，413ページ。
19）　同書，258ページ。
20）　同書，413ページ。
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　こうして，幕末期に近づくにつれて，衣料生産なかでも養蚕は，女性一般ではなく「百性
の女業（おんなわざ）」と認識されるようになっていた21）。しかし，このことが江戸期の衣
料生産と女性性との不可分の関係を否定したことには決してならなかった。なぜなら，江戸
期には，次節で述べるように，衣料生産と女性性を結び付けるジェンダー・イデオロギーが
存在したからである。その最たるものが儒教道徳としての女訓書の言説であった。
1-2　衣料生産と女訓書
　衣料生産は，江戸時代の女訓書において儒教道徳のなかの「婦女四徳」の 1 つである「婦
功」として位置づけられた。「婦女四徳」とは，「婦徳」「婦言」「婦功」「婦容」である22）。
いくつかの女訓書から，「婦功」について述べた部分を以下に挙げてみよう。
　功はいさほし也。女の功業をしあげて用をなすをいふ。后・夫人といえども，養蚕
し，糸くり，衣服を手づからぬひ給へり。紡・績・把針のわざにたけたるは，婦女の一
徳とす。 『女訓孝経教寿』23）
　婦功とは，女のなすわざをいふ。朝は早くおき，夜は遅くいね，昼は寝すして，万事
家内のつひえなきようこころをもちひ，織ぬひ，麻をうみ，綿をつむぎ，怠らずつとむ
るをいふ。機織るわざは，『神代記』に「天照御神，忌服屋に神御衣をおらしめ給ふ」
とみゆ。 『女庭訓往来倭絵抄』24）
　功とは，糸ぬひ・おうみ・わたつむぎ，すへて女のしはざをいふなり。福佑なる女
は，是を下女・はしたのいやしきわざとこゝろへて，ほころひ一つぬふすべしらぬもあ
るなり。たかきもひきゝも，女は内をおさむるやくめなれば，衣類・食物，よろづ家内
21）　近世には，実際に衣料生産工程の中核をなす績み・紡ぎ・織の大半が庶民女性によって担われて
いたことも確かである。近世の農書では，「田夫は外に出て田を耕し稲を作り，婦人は内に在りて
苧をうみ衣を織る」（『耕作噺』）のように，男性は農業，女性は衣料生産というジェンダー分業の
ありようを記述した箇所が見られる。あるいはまた，近世後期の越後地方では，女性たちが「松の
内より油断なく機を織出し，人の先を争ひ，初市に出さんと励」（『粒々辛苦録』）んでいたことが
知られる。この地方の娘たちは， 5 ，6 歳頃から機織を習ったが，それは結婚の際まずその腕前の
良し悪しが条件にされたからであるという。近世の個別経営の分析からも，衣料生産の女性への配
分という傾向が見られる。長野（2003）49, 61, 65-76ページ。
22）　「婦徳」は，「貞順の道とて，舅しうとめに孝行あつく，をつとにしたがひて，かりにも我侭のふ
るまひなく，淫乱のまよひなくして，本心あきらかに道有をい」い，「婦言」は，「つねに物ごしや
さしく，かずすくなく，むさとものいふ事なきをい」う。「婦容」とは，「女のすがたたをやかに，
いやしからぬをい」う（『女教大全姫文庫』），長野（2003）102ページ。
23）　江森（1993） 2 巻，145ページ。
24）　同書，147ページ。
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のわざをよくおほへ，めしつかふ人々にも，いひつくるを本意とす。此外にも下さまな
るは，せたいのしかた，しまつのかんべんに心をつくること，またかんやうならすや。
 『女忠教操文庫』25）
　ここで，女性たちの衣料生産という一連の労働過程は，「婦功」という社会的・道徳的価
値として表象され，それは，高貴な女性も含めたすべての女性が実践すべき「徳」として存
在していたことがわかる。すなわち，女訓書での衣料生産は，女性性に不可分に結び付けら
れフェミニティを体現するものになっていたのである26）。
　また，衣料生産のうちとくに裁縫は，書筆，詠歌，弾琴とともに「女の四芸」の 1 つとも
され，「女子第一のわざ」とされた27）。
　たち縫のわざは，女子たるもの第一の勤なり。故に唐土・文王の后は，自機織・裁縫
をしたまひしとなり。たとひ，富貴にして，人にさする共，みづから其業を知らざれ
ば，吟味することなりがたし。況て下々の女子は，猶更心懸べき也。 『女今川益鏡』28）
　それ，ぬいはりは，女子第一のわさなれは，手習と同しくはやく教べし。世間に双
六・小歌・琴・三味線を習て，たちぬふことのならはぬあり。たとひ家富，人おほくつ
かひて物ぬひ女置身なり共，少はなぐさみにもぬふべし。むかし，書に見えざれば，こ
れを心にかけざる女は，いと罪ふかく覚ゆる也。 『女大学宝箱』29）
　女子の第一にすべきものは，ぬひ也。何ほど尊きうへうへにても，ものぬはぬはな
し。からもやまとも，第一にしたまふゆへに，上々の婚礼にしんし・竹きぬたを持たま
ふ。 『女教補談嚢』30）
　これらの言説から，衣料生産の最終工程とも言うべき裁縫（縫針）が，当時「女子第一の
わざ」と認識されていたことが判明する。「衣」をめぐる「女の手わざ」にも優先順位があ
り，女性のなすべきこととして，績み・紡ぎは，裁縫ほどは重視されていなかったことにな
る。また，「婦功」としての衣料生産とは別に，裁縫がとくに，書筆，詠歌，弾琴とともに
「女の四芸」として重視されていたこともわかる。
25）　同書，151ページ。
26）　長野（2003）102ページ。
27）　同書，102ページ。
28）　江森（1993） 4 巻，20ページ。
29）　同書，102ページ。
30）　同書，106ページ。
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　さらに，衣料生産をめぐるこれらの言説で注目すべきは，貴人の女性と衣料生産との関わ
りを盛んに強調する点であり，既述のように，これと同様の記述は，『養蚕秘録』にも見ら
れていた。同時に，女訓書の場合，上層の女性たちが，これらの衣料生産に関わることを怠
りがちであったことも指摘されている。これに対しては，上記引用のように「たとひ，富貴
にして，人にさする共，みづから其業を知らざれば，吟味することなりがたし」「たとひ家
富るとも，物ぬひ女おく身なり共，少しはなぐさみにもぬふべし」「何ほど尊きうへうへに
ても，ものぬはぬはなし」等々と，盛んに教え諭すことが行われている。すなわち，貴人女
性の衣料生産との関わりを示す言説は，近世に至り衣料生産に従事することが稀になってし
まった「福佑なる女」たちに警鐘を鳴らし，訓戒を垂れる目的で頻出したとも言える。概し
て女訓書においては，衣料生産を「婦功」「女の手わざ」とみなし，あたかもそれが女性性
のあるべき姿，フェミニティと不可分であるかのごとく規範化しようとしていたのであ
る31）。同時に女訓書では，衣料生産の諸工程には優先順位が付けられ，裁縫が「女子第一の
わざ」という地位を獲得していた。
　こうして，英が松代藩士の娘として少女時代を過ごした江戸時代に，績み・紡ぎ・織り・
縫いの衣料生産の諸工程を担っていたのは主として女性たちであった。なかでも，消費に直
結する「縫い」すなわち裁縫は，農村に限らず都市部の女性たちも含め多くの女性たちが従
事していた。さらに，それだけではなく，この時代，衣料生産一般を女性性に不可分のもの
とみなし高貴な女性も含めたすべての女性が実践すべき道徳的価値すなわち「婦功」として
表象する女訓書のような言説が存在していた。これらは，フェミニティと結び付き，ジェン
ダ ・ーイデオロギーとして江戸時代の女性たちの心性や行動に影響を与えたものと考えられる。
2 ．回想記としての『富岡日記』と和田（横田）英
2-1　官営富岡製糸場の創設と伝習工女横田32）英
　官営富岡製糸場は，1872年（明治 5 年）明治政府の殖産興業政策の一環として開業され
た。未成熟な民間資本に代わって，政府自ら近代産業育成を主導したのが，この時期の殖産
興業政策である。1870年に設置された工部省は，鉄道・鉱山に集中的に政府資金を投下した
ほか，多岐にわたり官営事業を運営した。そのなかで，外国からの技術伝習を通じて民間の
産業育成をはかろうと大蔵省・民部省によって設置されたのが富岡製糸場である33）。安政の
開港で一躍輸出品のトップになり注目を浴びたのが生糸であり，政府は，外国から器械製糸
31）　長野（2003）104ページ。
32）　日記執筆時の姓は「和田」であるが，行論上，旧姓の「横田」を使用している場合のあることを
お断りしておく。
33）　富岡製糸場は，1873年に，新設された内務省に引き継がれる。石井（1991）128ページ。
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を導入しそのための官営の模範工場を設立し，外貨獲得産業としての製糸業の一層の発展を
ねらっていた。
　1870年に，フランス式の器械製糸工場を富岡に設立することが決定する。その設立ならび
に運営の中心的役割を担ったのが，フランス人ポール・ブリューナであった34）。広大な敷地
に煉瓦造りの糸繰り場をはじめ主要な建物が完成したのは1872年（明治 5 年） 7 月のことで
ある。敷地 1 万 5 千余坪に建物17棟が配置され周辺に威容を誇った35）。この敷地内に，ポー
ル・ブリューナ夫妻のほか，フランス人の銅工や検査人，医師そして日本人工女を指導する
フランス人女工師らも居住した。
　政府による富岡製糸場の工女募集は，順調に進んだわけではない。1872年 3 月には群馬・
埼玉・入間・栃木・長野の 5 県に工女募集の布達がなされたが，「西洋人に生血をとられ
る」等の噂・風評が広がり，難渋したのである。そのため政府は，模範工場設立の意義の告
諭，村々での有資格者リストの作成・提出，募集地域の拡大，各府県役人の娘たちへの勧誘
等々種々の策を講じた。その結果，1873年 1 月には，漸く予定人数の約400人の工女が集ま
った36）。
　後に『富岡日記』の著者となる横田英が，富岡製糸場に入ったのは1873年 4 月 1 日のこと
である。日記は，以下の記述から始まる37）。
　私の父は，信州松代の旧藩士の一人でありまして，横田数馬と申しました。明治六年
頃は，松代の区長を致しておりました。それで信州新聞にも出ておりました通り，信州
は養蚕がもっとも盛んな国であるから，一区につき何人（たしか一区につき十六人）十
三歳より二十五歳までの女子を富岡製糸場へ出すべしと申し，県庁から達しが有りまし
たが，人身御供にでも上がるように思いまして一人も応じる人は有りません。父も心配
致しまして，段々人民にすすめますが何の効も有りません。
　やはり血をとられるのあぶらをしぼられるのと大評判になりまして，中には，「区長
の所にちょうど年頃の娘が有るのに出さぬのが何より証拠だ」と申すように成りまし
た。……祖父は大喜びで申しますには，たとい女子たりとも，天下の御為に成ることな
34）　ポール・ブリューナは，フランスのリヨンで生糸商を営んでおり，1867年渋沢栄一らの招きで来
日した。1870年日本政府と仮契約を結び，富岡製糸場の創設に取り組むことになった。いわゆる明
治期のお雇い外国人の 1 人である。上條（1978）91-95ページ。
35）　建物は，置繭所・蒸気釜所・燥繭所・吐煙筒（煙突）・繰糸場・工女寄宿所等々である。少し遅
れて，フランス人用の首長館・検査人館・女工館・病院も建てられた。上條（1978）102-107ページ。
36）　同書，24-26ページ，66-67ページ。
37）　和田（1976）9-10ページ。
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ら参るがよろしい。入場致し候上は諸事心を用い人後に成らぬよう精々はげみまするよ
うにと申されました時の私の喜びは，とても筆には尽されません。
　英の富岡製糸場行きは，旧松代藩士から新政府の松代区長へと転身を遂げていた父横田数
馬の苦渋の決断だったことが察せられる。「天下の御為に成ることなら」と祖父も英本人も
喜んだとの記述もある。
　また，出立に際しての父母の言葉と英の決意について以下のように書かれている38）。
　一同39）用意も整いまして，いよいよ近日出立と申すことになりました時，父が私を呼
びまして，「さて，この度国のためにその方を富岡御製糸場へ遣わすに付いては，よく
身を慎み，国の名，家の名を落さぬように心を用いるよう，入場後は諸事心を尽して習
い，他日この地に製糸場出来の節，さし支いこれなきよう覚い候よう，かりそめにも業
を怠るようのこと成すまじく，一心にはげみまするよう気を付くべく」と申渡しまし
た。
　母はこのように申しました。「この度お前を遠方へ手ばなして遣わすからには，常々
の教いをよく守らねばならぬ。また，男子方もたくさんおられるだろうから，万一身を
持ちくずすようなことが有っては，第一御先祖様へたいし申訳けがなえ。また，父上や
私の名を汚してはなりませぬ」と申しましたから，私はこのように申しました。「母上
様決して御心配下さいますな。たとい男千人の中へ私一人入りおりましても，手込めに
逢わばいざしらず，心さえたしかに持ちおりますれば身を汚し御両親のお顔にさわるよ
うなことは決して致しませぬ」と申しましたら，母が，「その一言で誠に安心した。必
ず忘れぬように」と申しました。私は自分で申しましたことを一日も忘れずに守ってお
ります。一行の人々も皆このように申されたであろうと存じます。
　ここで父数馬のいう「国」とはすでに日本国を意味し，「家」とは横田家を指すことは間
違いない。10年前なら，例えば「国元」「家中」などには松代藩が含意されていたはずだ
が，これらも「御一新」されてしまったのである。他方で，旧藩時代の「武士の娘」として
規範を遵守するようにというのが母の言である。
　父数馬の「他日この地に製糸場出来の節」という発言は注目される。これは，後述の1874
年 8 月，松代町の郊外の埴科郡西条村で操業が開始された我が国最初の民間蒸気器械製糸場
38）　同書，12-13ページ。
39）　英も含め16人，士族または卒族が11人，平民が 5 人である。同書，161-162ページ。
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である西条村製糸場40）を指していると考えられる。富岡での 1 年 3 カ月の伝習を終えた英
は，74年 7 月に松代に帰郷，翌月には直ちに西条村製糸場の技術教師に就くのである。数馬
は，すでにこのことを見越したうえで，英たちを伝習工女として送り出したものと見てよい
であろう。
2-2　伝習工女横田英の経験と記憶
　富岡製糸場の門前に到着した時の驚きは，夢かと思うほどであったと英は記し，以降日記
には，場内の有様や各地から集められた工女たち，糸とりの様子などが詳述される。
　冒頭で述べたように，『富岡日記』の中核をなす「明治六・七年松代出身工女富岡入場中
の略記」を英が記したのは，1907年（明治40年）同人50歳の時であり，実際は「回想記」と
言えるものである。そこには，印象深く記憶に留めていた事柄もいくつか記されている。
「山口県工女の入場と我々の失望」と見出しのあるところには，山口県すなわち長州からや
ってきた30人ほどの伝習工女への「いこひいき」に悲しい思いをしたとある41）。言うまでも
なく長州は維新の立役者・勝者であり，そのことが伝習工女らの力関係にも作用していたの
である。
　英照皇太后と昭憲皇后の行啓も英の心に深く刻まれたようである。1873年（明治 6 年） 6
月，英たちは皇太后と皇后のまえで実際に糸繰りをした。「初めは手がふるいて困りました
が，心を静めましてようよう常の通りになりましたから，私は実にもったいないことなが
ら，この時竜顔を拝さねば生がい拝すことは出来ぬと存じましたから，よくよく顔を上げぬ
ようにして拝しました。この時の有難さ，ただいままで一日も忘れたことはありませぬ42）」
と書いている。この時，役人方や工男工女に「御酒頂戴」があり，「御扇子」も下賜されて
いる。富岡製糸場がまさに殖産興業・富国政策のかなめとして創設されたことを英たちは改
めて自覚したのである43）。
40）　1878年（明治11年）六工社と改称。『富岡日記』では，この「西条村製糸場」をほぼはじめから
「六工社」と記述している。したがって，筆者もそれに倣って，「西条村製糸場」の時期も「六工
社」の名称を使用することとする。
41）　和田（1976） 22-25ページ。山口県からきた30人ほどの伝習工女は，大半が旧士族出身であった。
42）　同書，35ページ。
43）　現代の皇室で，美智子皇后は，皇居内紅葉山養蚕所において，掃立て・給桑・上簇・繭かきなど
養蚕の各段階の作業を行っている。この様子がテレビで放映されることもある。この皇室行事が開
始されたのは，1871年（明治 4 年）明治天皇の皇后美子（昭憲皇后）のときからである。これが，
開港後，輸出ナンバーワンを誇った生糸生産の振興，すなわち殖産興業政策と関わりがあったこと
は言うまでもない。ちなみに，昭和天皇以降，日本の天皇は，種蒔き・田植え・刈取りなど稲作の
各段階の作業を行っている。近代国民国家において，「男は農，女は養蚕」というジェンダー役割・
規範が天皇皇后によって具現化されているのである。久留島・長野・長（2015）140-141ページ。
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　英たちの入場後程なく父数馬が，富岡製糸場の視察に訪れ， 3 日間滞在している。数馬の
目的は，国元での製糸場創設のためであり，場長の尾高惇忠44）は場内を隈なく案内し，関係
書類等も貸し出すほどの厚遇ぶりであったと書かれてある。もちろん，英たち松代からの伝
習工女との面会・交流も以下のごとくなされている45）。
　父の滞在中日曜日が有りまして，一行十六名父の旅宿に参りました。国元の伝言又様
子など承りおりますと，父が柏餅を山の如く出してくれました。何か日頃甘え物もろく
ろくいただきませんから，一同大喜びで，皆尽してしまいました。後年に至りまして
も，折々お前達が柏餅をたくさん食したには驚いたと笑いました。そこで一同は国元の
親達や兄弟に何ぞ送りたいと申しまして，寒国だから珍しかろうと申しまして，茄子や
木瓜などを一同から父に頼みましたので，父も閉口したと，これも一つ話となっており
ました。
　松代から入場した工女全員が，数馬の宿を訪れ，親しく懇談していた様子が浮かんでく
る。その中心にいたのが英であったことも確かである。それは，英が区長の娘であるという
だけではなく，製糸場での技術の習得とその習熟度において彼女がトップだったことも大き
な要素であろう。英は富岡製糸場での 1 年有余の間，常に松代グループのまとめ役・リー
ダーとしての役割を担っていた。
　数馬は，実地視察の際，国元に「製糸場を創立」するためには「とても工女ばかりでは出
来ぬこと見極め」，その後ほどなく国元から「工男」を呼び寄せ入場させ， 3 ，4 カ月ほど
研修させている46）。
　フランス人については，女性たちの記述も含め，意外なほど少ない。ブリューナ氏夫人に
ついて，「ふだん一日置きくらいにブリューナ氏と手を引合わせて，操場の中を上から下ま
で歩みますのが例でありました。服装はいつもみごとでありましたが，御巡幸当日の服に
は，実に目を驚かせました」とあり，装いを細かに記し「その美しい神神しいこと，何とも
44）　尾高惇忠は，渋沢栄一の母方の従兄弟で，栄一より10歳年上であった。渋沢は尾高が開いた私塾
に 7 歳から通い，四書五経，論語の漢学や知行合一の陽明学を学び，尾高から多大な思想的影響を
うけたと言われる。なお，渋沢の妻千代は惇忠の妹である。したがって，尾高は渋沢の義理の兄で
もあった。尾高の富岡製糸場初代場長就任には，富岡製糸場建設委員であった渋沢の推薦があった
と考えられる。佐野（1998）28-30ページ。
45）　和田（1976）29ページ。
46）　「工男」は，大塚直之進・田中政吉・海沼房太郎の 3 名である。大塚，田中は士族，海沼は農民，
いずれも20代の青年であった。このうち海沼は，後述のように，この製糸場創立の立役者の 1 人と
された人物である。和田（1976）44ページ，173-174ページ。
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たとえようが有りません」との感想であった。「御巡幸」の時， 4 人いたフランス人女教師
のなかで，「クロレントと申す」「貴族の娘さん」だけが「美しいのを着て」いたが他は「ふ
だん着のまま」であった。アルキサンという女教師について，教えている工女からミカンを
もらったことがブリューナ氏に知れて場内への入場を禁止されたとある。規則に違反したた
めであろうが，半世紀を超えても記憶に残っていたのは，英にとって余程驚くべき出来事で
あったのだろう47）。
　日記のなかでフランス人に関し最も紙幅を割いているのは，女教師らが，工女取締の鈴木
という日本人男性から一ノ宮大神宮（貫前神社）参詣を差し止められた「事件」である。
「鈴木様は彼等が肉食を致しますから，神宮の境内が汚れるとお思いになりまして，それで
お止めになりましたように見受けました」とある。そのなかに病気で帰国間際の女教師がお
り，涙を溜めているのをみた英は，「実に気の毒で涙がこぼれ」たという。文化・宗教にも
とづく食習慣の違いを体験したことになる48）。
　1874年（明治 7 年） 7 月，郷里での製糸場（西条村製糸場のち六工社と改称）創立につ
き，松代工女一同は富岡製糸場から「御暇賜わ」ることになった。場長の尾高は「非常に御
喜びになり」「このようなめでたきことはこれなく，御場所創立以来この度が始めて，実に
よろこばしい」とし，各々に「製糸業格別勉励ニ付キ」「御賞詞」を授与した。したがって
「御取締の方々から部屋長方まで皆御祝し下さいまして，上々の首尾で退場」することがで
きたのである49）。
　帰りの道中は，高崎見物をしてから国元に入っている。その際は「富岡仕込の厚化粧50）」
に揃いの衣服で，人力車に乗っての凱旋パレードであり，その先頭の車に指名されたのが英
であった。英は，その様子を昨日のことのように描写している。「何か田舎のことではあ
り，十七台も車が続くようなことはこれまでなきこととて，家に居る人はかけ出す，道を行
く人は止る，畑に居る者は鍬をすててかけ付けて見ていると申す有様」で「段段人出が多く
なりまして，両がわ人垣を築きましたようにな」ってしまった51）。その時英の心配はすっか
り変わってしまったという。それまでは，先頭の人力車に自分が乗ることについて姑や姉へ
の気遣いが主たる心配事であった。しかしここで「このようにたくさんな人が見ております
ことでありますから，この度業を卒えて帰国致し創業の製糸場へ参りましても，器かいその
他が富岡のように出来ておりますれば何もさしつかいはなけれども，何を申すも政府の御力
47）　同書，35-37ページ。
48）　同書，52-53ページ。
49）　同書，58-59ページ。
50）　同書，63ページ。
51）　同書，65ページ。
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で立てておりまする所と，そのころの人民の力で致すこと，万一成功致さぬ時は，私どもは
世間の人から何と申されましょう。自分のみかは親兄弟姉妹まで，人に対して顔向けも出来
ぬように相成るべく，又損を致しますれば元方の方々にも気の毒，殊に私が真先に立ちます
ことでありますから，責任は自分が第一重いように感じまして，今まで喜び勇んでおりまし
た松代が近くなるほど，心配がまして」52）いったのである。
　これから自分が責任ある役割を担うことになる日本で初の民間器械製糸場をいかに成功に
導くかで英の頭のなかはいっぱいであった。そして万一失敗するようなことになれば，自分
だけでなく親兄弟姉妹までが，世間に顔向けができなくなると心配したのである。これは，
英にとって大変な重圧であったろう。
2-3　民間器械製糸場六工社と横田英
　凱旋パレードという派手な出迎えをうけ富岡から帰った英たちを待っていたのは，地元松
代の民間器械製糸場西条村製糸場（六工社）の開設・開業であった。ここでの英の体験は，
「明治七年七月より十二月迄　大日本帝国民間蒸汽器械之元祖六工社創立第壱年之巻　製絲
業之記53）」として記されている。六工社を初めて訪れた時の感想が，以下の「六工社初見
物」として冒頭に記されている54）。
　私ども一同は，明治七年七月七日故郷松代へ着致しまして，その翌日は宅におりまし
たが，その翌日九日埴科郡西条村字六工に建築致されましたる六工社製糸場へ一同打揃
うて参りました。その道に有りました大里忠一郎氏の御宅へ立ちよりまして，同氏なら
びに夫人里子・御老母等に面会致しまして，同氏の御案内にて六工社へ参りました。
　器械その他を見ました。かねて覚悟のことなれば別に驚きも致しませぬ。かえってよ
くこのくらいに出来たと思いました。しかし，富岡と違いますことは天と地ほどであり
ます。銅・鉄・真ちゅうは木となり，がらすは針がねと変り，煉瓦は土間，それはそれ
は夢に夢を見るように感じましたが，まずまず蒸汽で糸がとられると申すだけでも日本
人で出来たとは感心だくらいにてその日は引きとりました。
　英たちは，それぞれ自宅でゆっくりする時間もなく，「六工社製糸場へ一同打揃うて」出
52）　同書，65-66ページ。
53）　明治41年 1 月25日の日付である。横田英と旧姓での署名であり，富岡製糸場の「明治六・七年松
代出身工女富岡入場中の略記」が和田英と結婚後の姓であるのとは異なっているが，理由は不明で
ある。
54）　和田（1976）71-72ページ。
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向いた。頭取の大里忠一郎直々の案内である。言うまでもなく，富国強兵の先達として政府
の肝煎で設置された富岡製糸場と六工社とでは，同じ器械製糸場とはいえ，様々な面で「天
と地ほど」の差があった。もちろんこのことを英は「かねて覚悟のことなれば別に驚きも致
しませぬ」と述べている。
　六工社では，英の立場や役割は，富岡製糸場とは大きく異なったものになった55）。富岡で
も松代グループのまとめ役，リーダーではあったが，これは別に正式に任ぜられたものでは
なかった。そういう意味では，英は，各地から入場してきた大勢の伝習工女の 1 人に過ぎな
かったのである。これに比べ，六工社の英の立場は格段に重いものになっていた。工女寄宿
舎の惣部屋長に任命され工女の生活面を指導しつつ，工場では富岡帰りトップとして新しく
入った工女の技術指導を行っていた56）。言わば六工社の工女代表のような立場であったと見
てよい。それは日記の内容にも色濃く反映され，惣部屋長として，工女たちの生活・労働環
境に気を配り配慮していたことが随所にうかがえる。例えば，西条村の白鳥神社の祭礼の時
に，工女たちの休みたいという願いを受け，「とてもこの様子では，無理にとらせてもろ 
くな糸も出来ますまいから，休みにしてください」と申し出て終日「惣休業」にさせてい
る57）。寄宿舎の掃除についても，「朝は夜具だけ銘々に片付けまして，そうじ番両人ずつ順
番に致しますから，当番両人だけ残りましてそうじを致させます。私も皆様と同様致しまし
た。皆やめてくれと申されますが，自分が先立って致しませんと，とかくやりはなしになり
ますから，始終致しておりました58）」と，率先垂範して行っていたのである。
　元方59）すなわち経営側とのある種の同志的関係が垣間見えるのも，富岡とは異なってい
る。ここでは，そのことを前提にしたうえでの自らの経営側への率直な意見・主張の開示が
なされ，時には実力行使に出ることもあった。例を挙げておこう。
　 2 年目に入って，経営陣が二本松製糸場で働いたことのある工女 1 人・工男 2 人を連れて
きた時である。「肥満したいかにも尊大にかまいたような二十七・八歳とも見ゆる婦人が，
繰場の内を我物顔に廻って」いるのに「元方一同」からは「一言の話も」ないことに，「怒
55）　英は，六工社の初製糸の翌日から病に伏し，盛大に行われた開業式にも参加できなかった。伝染
病の「しょう寒」（チフス）であった。富岡製糸場よりさらに重責を担うことになる西条村製糸場
への移動による疲労が限界に達し病気を引き起こしたのかもしれない。同書，72-73ページ。
56）　同書，94ページ。
57）　同書，96ページ。
58）　同書，95ページ。
59）　元方は，設立時の出資者を指す。西条村士族大里忠一郎，同村士族春山喜平次，同村士族増沢理
介，同村士族岸田総雄，同村士族松本仙治，同村平民相沢元左衛門，松代町士族宇敷則秀，同町平
民中村金作の 8 人であった。同書，175-176ページ。
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り心頭に満ちましたが」しばらく様子見をしていた60）。しかし，彼らがイタリア式製糸場の
二本松からやってきて，「富岡帰りの工女が何程のことが出来るものか61）」と言っていると
聞き，「私どもの無念は，まあどのくらいでありましたろう62）」と以下のように，一気に行
動を起こした63）。
　創業の際，何事も知らぬ元方を相手にして，苦心に苦心を重ねまして，初売込も上々
の首尾，今年こそは双方笑顔で業もはげまれ，又繭とても去年に引替え良き物を繰られ
るであろうと，口には申しませぬが心中は皆同じ心で，喜び勇んで参りましたかいもな
く，ただ一言の話もなく，何程の業が出来るかそれさい知れぬ人々に，大事の大事の繰
場を歩み汚され，何の面目におらるべき。実に元方の人々の仕方こそ心得ねと思います
と，実に無念で無念で今日一日知らぬ風にて過したるその口惜しさが一時にこみ上げ，
私が第一番にわっとばかりに泣き出しました。残る一同も一人として涙をこぼさぬ人は
ありませぬ。たがいに手を取合いまして，さんざん泣きましたが，私の「もはやこの製
糸場に居るわけには参らぬ。決して皆様は私が帰るからと申して，御一所に御出下さる
には及ばぬ。皆御心任せに遊ばすように」と申しましたが，誰一人残る人はありませ
ぬ。
　英をはじめ工女たちは，一人残らず家へ帰ってしまった。「ストライキ」の決行である。
海沼は大慌てで英の自宅に駆けつけ，英と母に詫びを入れるが埒が明かない。翌日になる
と，大里が英宅を訪れ，母に詫びを入れ何とか戻ってほしいと懇願する。他の工女の家にも
元方の者たちが謝りに行くなどし，夕方には，英たち一同は，寄宿舎に戻った。この「スト
ライキ」の中心人物は英であるが，その背後には同人の母の存在も大きく，元方もそのこと
を十分に認識していたことがわかる。
　六工社の元方や技術者たちへの評価・貢献の様子も書かれてある。「六工社創立に付き苦
心致されし人々」として，大里忠一郎・海沼房太郎・横田文太郎・金児某・湯本宇吉・与作
の 6 人の名前が挙げられる64）。このうち，英がとくにその貢献度を高く評価したのが海沼で
あった。もちろん英も頭取の大里については「六工社創立に付き，蒸汽器械発明に付き，苦
心致されました人は，大里忠一郎氏を第一と申さねばなりませぬ」と敬意を払いつつ，「こ
60）　同書，136ページ。
61）　同書，137ページ。
62）　同書，137ページ。
63）　同書，137ページ。
64）　同書，81-84ページ。
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の，蒸汽器械の発明に多く力を尽くしましたる人，ただいまは世人から忘られおります，海
沼房太郎と申す人が第二」であると断言している65）。農家の出であり，姉の嫁ぎ先の使用人
筋にあたる海沼は，英の父数馬の指示を受け，正式の伝習生としてではなく富岡製糸場に出
向いていた。したがってそこでは「まゆ置場その他の雑業に従事66）」しつつ休日ごとに繰場
を見せてもらい蒸汽器械のしくみ・構造を知ろうと努力したのである。英は，海沼を蒸汽器
械の製作責任者として六工社を開業にこぎつけた最大の功労者と考えていたふしがある。海
沼が36歳の若さで没したことも，彼の功績を後世にきちんと伝えておきたいという思いに拍
車をかけたに違いない。
　ここには，「富国強兵と横田家の悲惨」という項目があり，幕末期横田家の内情が「富国
強兵」をキーワードに語られているのは，極めて注目される。天保期以降「富国強兵」のた
めの殖産興業政策を推進する諸藩は少なくなく，松代藩も幕府に願い出て千曲川大滝通船事
業計画を願い出た。この計画の中心になったのが，英の伯父横田九郎左衛門（母の実兄）や
祖父横田機応たちであった。難工事を乗り越えどうにか初通船までこぎつけたが，結局幕府
の命により中止のやむなきにいたった。この間，九郎左衛門は，江戸表で死去してしまう。
通船事業の中止と九郎左衛門の死が横田家に与えた影響は甚大であった67）。横田家の将来を
担うはずであった人物の死について，英は以下のように記している68）。
　一家は思い思いのかなしみにやみのごとくになりました。世間の人々からは，この悲
惨極まる横田の一族を気の毒だと申した人もありますが，多くは「山をするからだ」と
申されましたとのことであります。叔父69）の死去は寿命でありましょうが，皆決してそ
のようには思いませぬ。幕府の非道がなかりせば出府は致さぬ，宅におればこのように
はならぬ，成功を見ながら差止めにならねば「山師」だとは言われぬと，一家ことごと
く徳川の非道を恨んでおりました。
　藩内の人々からは，通船事業の失敗を「山をするからだ」とか「山師」とか冷たい視線を
浴びせられたことがうかがえる。その理由を「幕府の非道」に帰しているのは，すでに時代
が明治に移っているからであるのは言うまでもない。加えて，日記執筆の頃の横田家は，明
治国家のエリートに転身しており，いまさら幕府に味方する理由はなかったからである。九
65）　同書，81-83ページ。
66）　同書，44ページ。
67）　同書，104-115ページ。
68）　同書，110ページ。
69）　正確には「叔父」ではなく「伯父」である。
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郎左衛門の死去により，九郎左衛門の妹であり，他家へ嫁ぐはずであった英の母亀代の身の
上は一変したことになる。亀代は横田家の家付き娘として数馬を婿に迎えることとなった。
日記には富岡製糸場への入場は，幕末期に横田家を襲った一件と深く関わっており，英は
「国益を計るは叔父70）の無念をはらす為のように一家残らず思って71）」いたと述べている。
六工社についても，「父が先立ちておすすめ申しましたこの製糸場が不成功に終りますれ
ば，世間の人に忘られていますところの大滝一条も又人々の口の端にかかり，先代もああだ
からまたこの度も人をすすめてこのようなことになったと申されるであろうと存じますとこ
ろから，人様の思召も自分の年をも打忘れ，大里様初め元方御一同や仲間の人々の前をも恐
れず自分の考え通りを申すのであります72）」「その勇気の原因は皆叔父73）が地下に眠り兼ね
ていますところの富国強兵が元で，この私にまでこの勇気を与えましたのであります74）」と
心情を吐露している。英にとって富国強兵とは，単なる国のスローガンなどというものでは
なく，江戸時代から続く自らの家系の家意識と不可分に結ばれ，自らの行動の指針とも言う
べきキーワードとなっていたのである。
2-4　回想記としての『富岡日記』の諸特徴
　それでは，若い頃の自らの官営富岡製糸場・民間器械製糸場六工社での経験を記述した回
想記としての『富岡日記』にはどのような特徴があるのだろうか，いくつか挙げておきた
い。
　まず，国家の一大プロジェクトに関わったという自己認識と自負が随所に示されているこ
とである。父の維新政府での職務上，やむを得ず命じられたとは言いながら，英の場合，当
初から富国強兵・殖産興業という国策にしっかりと対応していく心構えが出来ていた。これ
は，富岡での驚天動地のような日々を経てますます深まり，自らの行為が天下のため国家の
ためであること，そのことの責任は重いことを繰り返し認識していくのである。皇后・皇太
后の行啓は，当時の官営富岡製糸場の国家的役割を否応なく英たち伝習工女に知らしめる象
徴的な出来事であった75）。また，英が先頭を切った国元への凱旋パレードも，世間から伝習
工女への強い眼差しをはっきりと感じさせるシーンであったろう。
70）　ここも「叔父」ではなく「伯父」である。
71）　和田（1976）113ページ。
72）　同書，113ページ。
73）　ここも「叔父」ではなく「伯父」である。
74）　同書，114ページ。 
75）　これは，1871年米国に派遣された津田梅子ら女子留学生たちが，渡米前に皇后に謁見し，その時
に感じた思いと見事に通底している。高橋（2002）36-37ページ，226-227 ページ。
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　さらにもう 1 つ，英の国家意識をいやが上にも高めた言葉があった。それは，英たちが富
岡製糸場を去る時に，場長の尾高惇忠から贈られた「繰婦勝兵隊」という「御文」であり，
「額に致して製糸場内にかけますように」と渡されたものである76）。この「製糸場内」と
は，言うまでもなく英たちの新しい職場となる我が国初めての民間器械製糸場六工社を指し
ている。「繰婦勝兵隊」とは，文字通り「繰婦は兵隊に勝る」意であり，英は，「この文のこ
とを母が承りまして，尾高様も軍学をご存じなのであろう，『富国強兵』と申すからと申し
ておりました」と述べている77）。「富国」を「強兵」の上位におき，その「富国」を自らが
担っているという国家意識は並大抵のものではない。
　この富国強兵に代表される国家意識以上に英の心を占めていたのが，強烈な家意識，しか
もそれは実家横田家への家意識であった。結婚後数十年を経てなお彼女の家意識は，実家横
田家にあり婚家の和田家ではなかったのである。これは，「富国強兵と横田家の悲惨」とい
う項目でかなりの紙数を割いて記述している点などに顕著に現れている。富国強兵という国
家意識に関わるスローガンは，英にあっては家意識とも重なるものであった。旧藩時代の幕
府への恨みから，維新後の日記執筆時は，躊躇なく幕府批判をしていることも容易にうなず
けよう。
　階級意識・身分意識という面ではどうだろうか。執筆時の英は，すでに近代国民国家のエ
リート層として立身出世を遂げた一族の女性であった。英は，それより四半世紀以上も前，
維新変革期の自らの階級意識・身分意識をこの日記にどう表現していたのだろうか。客観的
に見て，維新変革期の横田家は，敗者復活戦の最中であり，変革期に特有の不安定な階級的
立場にあったと考えられる。士農工商の身分制度が崩れて数年が経過したに過ぎない時期で
ある。しかしながら，日記には，幕府を頂点とする幕藩体制下の身分意識をそのまま引きず
っている気配は見られない。これは， 1 つには既述のように横田家が幕府から受けた冷酷な
仕打ちが響いているであろう。しかし，旧支配階級である武士身分の家族として，すなわち
「武士の娘」としての階級意識・身分意識をそれなりに内面化していたことも確かであり，
むしろそのことが富岡製糸場での身の処し方を規定づけていたことは明らかである。長州か
らやってきた武家出身の工女たちへのライバル意識，静岡（旧幕府）出身の工女への高い評
価など，「武士の娘」という同じレベルゆえの注目であった。
　ただし，幕藩制下の被支配階級であった「農工商」への英の眼差しには，明らかに変化が
生じていた。先に，幕藩体制下の身分意識をそのまま引きずっている気配がないと述べたの
76）　和田（1976）103ページ。
77）　同書，104ページ。なお，この「御文」は，大里頭取の意向もあり，額に表装し六工社内にかけ
られることはなかった。
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は，主として彼らとの付き合い方に関してである。旧藩時代ならほとんどクロスすることも
ない「農工商」出身の娘たちと工場や寄宿舎で行動をともにしても，ことさらに彼女たちを
差別したり排除したりすることはなかった。これは，男性に関しても同じである。農民身分
出身の海沼房太郎について，六工社を開業にこぎつけた技術者として最大級の賛辞を惜しま
なかったのがそのいい例である。さらに言えば，執筆時は明治末期であり，江戸時代の階
級・身分意識が次第に薄れつつあったことも，英の日記叙述に反映したかもしれない。
　外国や外国人について，いわゆる攘夷意識・排外意識などこの日記からはほとんど見えて
こない。同時に，外国の先進技術の伝習をうけても，英のなかでとりたてて日本人や自分た
ちを卑下する風はない。外国文化への憧れもさほど強くはなく，かといって，肉食ゆえの穢
れという意識に与することもしていない。英は，鋭い観察眼をはたらかせながら，意外なほ
どに冷静である。おそらくここでも，富岡製糸場時代に比べ，明治末期という実際の日記執
筆時における外国・外国人への日本人の見方の変容が英に響いていた可能性があろう。
　ところで，『富岡日記』の読者の多くは，富岡製糸場・六工社時代の日記全体から感じら
れる臨場感とそこから発せられるエネルギー，50代の家庭の主婦が書いているとは到底思え
ないようなはつらつさ・純粋さ等々，その筆致に驚愕しているに相違ない。同時に，日記の
隅々にまで目を通しても，日記が執筆され出版された頃，すなわち明治末期から昭和初期の
製糸女工たちの姿が全く見えてこないことに気付いた読者も少なくないはずである。当時，
低賃金で働かされ世間から蔑視される言わば『女工哀史』で描かれたような下層の女工たち
が大量に現れていたはずだが，『富岡日記』に彼女たちについての具体的な記述は一切ない。
これは，「はじめに」で述べた筆者の疑問に密接に関連する。以下，章を改め，「おわりに」
において私見を提示していきたい。
お わ り に
　筆者は，「はじめに」において，『富岡日記』に関し 2 つの問題を提起した。 1 つは，前節
の最後でも指摘した点，すなわち，世間から蔑まれ低賃金で働く女工たちの存在が官民に認
知され，労働問題・社会問題として取り上げられている時期に，わざわざ自らの工女経験を
記した回想記を出版したのかという問題である。他の 1 つは，そもそも旧武士身分に属し，
未婚女性である英が，家を離れ寄宿舎暮らしをしながら製糸工場で働くことについて，いく
ら維新後とはいえ，それがなぜ世間的に許容されかつ本人をも納得させたのかという問題で
あった。ここでは，時系列に沿い，まず後者の問いから私見を述べていきたい。
　第 1 に指摘しなければならないのが，第 1 章で明らかにしたように，英が少女時代を過ご
した江戸時代における衣料生産と女性・女性性との不可分の関わりである。江戸時代にあっ
て，績み・紡ぎ・織り・縫いの衣料生産の諸工程を担っていたのは主として女性たちであっ
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たが，幕末期に近づくにつれて，衣料生産なかでも養蚕は，女性一般ではなく「百性の女業
（おんなわざ）」と認識されるようになっていく。しかし，このことが江戸期の衣料生産と女
性性との不可分の関係を否定したことには決してならなかった。なぜなら，この時代には，
衣料生産と女性性を結び付けるジェンダー・イデオロギーが存在したからである。その際た
るものが儒教道徳としての女訓書の言説であり，衣料生産は高貴な女性も含めたすべての女
性が実践すべき道徳的価値すなわち「婦功」として表象されたのである。これらが，フェミ
ニティと結び付き，近世社会の女性たちの心性や行動に影響を与えたことは言うまでもな
い。維新期の英がそれを内面化しており，社会もまたそれを容認していたことは十分考えら
れるであろう。
　第 2 に，英が製糸場で過ごしていた維新変革期という時代からうけたジェンダーの変容・
規定性である。これについては，昨年上梓した拙著『明治維新とジェンダー―変革期のジェ
ンダー再構築と女性たち』78）において詳述したので，本稿で本格的に論じることはしなかっ
たが，そこで筆者は，変革期におけるジェンダーの再構築という視点から維新期のジェン
ダー秩序の変容と再構築についてその特質を解明した。変革期に特徴的な女性のあり方を示
唆した見解は，他の歴史家のなかにも見られる。維新史家の高木俊輔は幕末維新期の政治的
激動に関わった女性たちについて，「女性たちにとっても，幕末・維新期は，比較的開かれ
た，流動性のある時代だった79）」と述べている。同じく維新史家の宮地正人は，開化政策，
特に和歌や漢詩に関わった女性を例に挙げ「幕末維新期には，個性豊かで能力のある女性の
輩出した時代80）」と捉えている。階級関係のみならず，ジェンダーの再構築も必死となり流
動性のある時代であったからこそ，家を離れ寄宿舎暮らしをしながら製糸工場で働く旧武士
身分の娘が，世間的にも許容され本人をも納得させたのだと考えたい。
　次に，「女工問題が労働・社会問題として取り上げられている時期に，何を好んで自らの
工女経験を記した回想記を出版したのか」という前者の問題がある。これについては，日記
執筆時の英の胸中を吐露している箇所をまず引用してみたい81）。
　私は国元を出ましてから，製糸業に従事致しましたことをだれにも一言も申しませ
ん。同じ所に十三，四年も居，姉妹も及ばぬほど親しく致しました人々でも決して申し
78）　長野（2016），同書では，明治維新という一大変革期にジェンダーがどのように変化し，日本近
代国家成立に向け再構築されていったのか，幕藩制国家の公的・政治的・権力的空間に存在した女
性たちを主たる分析対象に据え，実証ならびに表象両面から重層的・構造的分析を行った。
79）　高木（1982）287ページ。
80）　宮地（2000）355ページ。
81）　和田（1976）125ページ。
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ませぬ。申しますと私は前後も忘れてこの業のことを申しますから，その人は私の親友
でありますから，誠とも思われますかも知れませぬが，他へもれますと，その内にはほ
らを吹くとか何とか申されましては少しの益もなくかえって身のあだになります。どん
な育ちをした者やらと両親のことまで申されるであろう。その業に従事しておってこそ
申す必要もあれ，何も申さぬにしくはないと心に誓っておりました。しかし，一日も忘
れたことは有りませぬ。
　一人居ます時は八年間のことを繰返し繰返し日々楽しんでいます。
　ここから伝わってくるのは，自らが娘時代に従事した製糸業への熱い思いとそのことへの
圧倒的な自己肯定感である。英にとってそれは「一日も忘れたこと」のない記憶，おそらく
は青春の輝かしい記憶・思い出であり，老境に入って「繰返し繰返し日々楽し」むほどのも
のだったのである。しかし，それゆえにこそ，自慢話にとられることを恐れ「だれにも一言
も申」さず「二十九年」間「心に秘め」て過ごしてきたのであろう。
　前章で明らかにした富国強兵に代表される英の国家意識，それと連動する横田家への強烈
な家意識，この両者を内面化したまま後半生も過ごしてきた英は，娘時代の輝かしい記憶を
呼び起こし日夜執筆に励んだのではないだろうか。はつらつさや臨場感に溢れる文章は，ま
さしく輝かしい記憶そのものから生みだされたといっても過言ではない。
　他方で，『富岡日記』には，既述のように低賃金で働かされ世間から蔑視される『女工哀
史』的女工の記述は一切ない。これは，英がその現実を知らなかったり意図的に目を背けて
いたということを意味するものではないだろう。むしろそれは，『女工哀史』的言説に満ち
溢れた現実社会への理解とは異なった位相において英の日記が執筆されたことを示している
のではないだろうか。そうでなければ，エリート一族の一員である彼女が，躊躇なく執筆に
励むことは有り得なかったであろうから。
　再三述べてきたように，『富岡日記』には，低賃金で働かされ世間から蔑視される『女工
哀史』的女工の記述は一切ない。したがって，老境に入った英が，彼女たちの境遇や処遇の
あり方をどのように見ていたのか，日記から具体的に明らかにしていくことはむずかしい。
これらを詳らかにするためには，史料的にも方法論的にも他のアプローチが必要となってく
る。そのことを付し筆を擱きたい。
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